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長崎県教育センター 令和３年３月

特別支援学校における

「主体的･対話的で深い学び」
の実現に向けた授業改善

～「単元構想シート」Ｑ＆Ａ編～

実践研究校の先生方の声を吹き出しで紹介していますので、ぜひ
参考にしてください。

本リーフレットでは、「単元構想シート」を活用した授業改善の有効性や活用について

の疑問や不安、悩み、効果等について、実践研究校（諫早東特別支援学校、長崎大学教育

学部附属特別支援学校）での検証をもとに、Ｑ＆Ａ形式で紹介します。

単元をデザインする？

デザインを考えることで授業が変わる？
授業改善につながる？

忙しさに追われて、教育課程表に記載されている題材名だけを確
認して授業を計画することもあったのですが、何を目的としてそ
の題材を学ぶのかを明確にすることで、内容や時間のまとまりで、
学習活動の配置や時数を検討しやすくなりました！

話合い活動を行うことだけを目
的としたものでなく、自分の考
えを広げ深めるための対話的な
学びを意図した場面を効果的に
設定できるようになりました！

学習活動の配置や時数を検討しやすくなりました！

ねらいを明確にした学習活動を計画できるようになりました！

○「単元構想シート」を書く前は

○「単元構想シート」を書くと



Ｑ＆Ａ？

「内容や時間のまとまりの構成をデザインする」とは、具体的にどういうことですか？Ｑ

Ａ

項目の一つ一つを確認していくとなると、準備がとても大変だと思っていたのです
が、最初にこれらを確認して単元のデザインを検討しておくと、授業が計画どおり
に進むようになり、負担が増えたとは感じませんでした。また単元の中で、学習状
況を見取る場面や視点も明確になりました。

次のような項目を明らかにしながら、内容や時間のまとまりの中で、習得・活用・探
究という学習活動をどう配置し、組み立てていくかを検討していくことです。
「単元構想シート」は各項目を検討しながら授業をデザインするツールになっていま
す。

実態を把握する

単元に関する既習事項の定着度

児童生徒の興味・関心

生活経験の程度

障害による学習上の困難

予想されるつまずき

目標を設定する

学習指導要領における位置付け

学校教育目標

目指す児童生徒の姿

教科等の目標

単元で育成する資質・能力

教科等における見方・考え方

単元における見方・考え方

指導の計画を立てる

単元を通じた手立ての工夫

各学習時間での児童生徒の姿、
教師の働き掛けの意図の明確化

児童生徒が考える場面と教師が
教える場面の明確化

主体的に学習を見通したり、振
り返ったりする場面の設定

自己の考えを広げ深めるための
対話的な学びの場面の設定

知識を相互に関連付けながら自
ら考える場面の設定

障害による学習上の困難に対す
る手立ての工夫

教科等の横断的な視点で関連し
た内容の確認

評価の観点と評価方法、場面の
設定

内容や時間のまとまり、配列や
時数設定

評価の視点がより明確になりました！

Ａ



Ｑ＆Ａ？

「単元構想シート」を書くと、どのようなメリットがありますか？Ｑ

単元の目標をより意識するようになりました！

教科や領域の区別が明確になりました！

単元名や学習内容だけでなく、何を目標とし
てその単元を学習するかを確認しておくこと
が大切であることを再認識できました。

特に、障害の程度が重度である児童
生徒の授業では、感情や意思の表出
に注目するあまり、笑顔が見られた
か、楽しそうだったかだけに着目し
たり、自立活動との区別があいまい
になってしまったりしていましたが、
最初に目標をしっかり確認すること
で評価の視点が明確になりました。

単元を構想する際に確認が必要な
ことがたくさんありますが、頭の
中を整理するツールとして活用で
きました。

頭の中が整理できました！

関連付けたり、熟考したりしている
姿を想定して、そのための手立てや
授業の流れを計画することができる
ようになりました。

児童生徒の学びの姿を想定することが
できるようになりました！

次年度への引継ぎに活用しました！

チーム・ティーチング等、複数の指導
者で授業を行う際に、共通理解を図る
ツールとして使うことができました。

教育課程を検討する際の資料として活用することができました。

次年度以降も活用できるようにするた
めに、作成した単元構想シートは教科
別にファイリングして保存するように
しました。

共通理解がスムーズになりました！

カリキュラム・マネジメントの資料として活用しました！

授業研究会の資料として活用すると、
協議の視点が明確になりました。

授業研究の資料として活用しました！

Ａ 今後、「教科等の内容」を活用して未来社会を切り開くための資質・能力を育成す
ることが求めれれます。そのための、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業改善に必要な情報を整理することができます。



Ｑ＆Ａ？

「単元構想シート」を書いてみましたが、授業改善のプロセスや必要な要件が
あるのでしょうか？

Ｑ

授業を進める中で、見直しが必要な
場合は、最初に記入したものに赤ペ
ン等で加筆修正しながら活用しまし
た。赤ペンで真っ赤になることもあ
り、最初とずいぶん変わったものに
なったこともありました。

生活単元学習の「単元構想シート」の目標の書き方を教えてください。Ｑ

これまでは、この学習内容や活動でいいのかと不安を感じることがありました。
でも単元構想シートを書くようになって、どの教科とどの教科を合わせて指導す
るのかを明確にして目標を設定することで、教科の内容を意識して学習内容を計
画することができるようになりました。

教科等を合わせた指導においては、単元構想シートを書くことで、その時間の児
童生徒の成長の様子を見取る視点と各教科の学習状況を見取る視点をどの活動・
場面にするかを構想するために有効に活用することができました。

見直しをして上書きしていきました！

学習内容を自信をもって計画することができるようになりました！

児童生徒の成長の様子や学習状況を見取る視点が明確になりました！

Ａ 「単元構想シート」は、内容や時間のまとまりをどのように構成するかというデザ
インを考えるためのツールであり、書くことを目的としたものではありません。手
書きやメモ書き程度でもかまいません。頭の中を整理するためのツールとして活用
してください。最初から完璧を目指さず、とにかく書いてみましょう。

Ａ 生活単元学習は、各教科等を合わせた指導の形態です。合わせる教科等の段階・内
容を明確にして、それぞれの目標を設定する必要があります。また目標を達成する
過程において働かせる「見方・考え方」についても、それぞれにおいて想定する必
要があります。目標や見方・考え方の表記については、各学校において略案等と関
連を図りながら工夫してみてください。



Ｑ＆Ａ？

知的障害小学部1段階、２段階の学習
内容における「単元における見方・考
え方」を具体化することが難しいと感
じていましたが、学習指導要領解説を
読み込むことによって解決できました。

「単元における見方・考え方」を記入する際に、参考になるものを教えてください。Ｑ

「単元における見方・考え
方」を検討する際に、児童
生徒が見方・考え方を働か
せていない姿も想定してま
した。そうしたら、見方・
考え方を働かせている姿が
より明確になりました。

学習指導要領解説にヒントがありました！

Ａ 学習指導要領解説が参考になります。各教科の特質に係る見方・考え方を確認し、単
元における見方・考え方を想定します。知的障害者である児童生徒が学ぶ教育課程に
おける学習内容であっても、準ずる教育課程に対応している内容については、小・中
学校の教科書や指導書も参考になります。

https://www.edu-c.news.ed.jp/kushimanomori/htdocs/

「単元構想シート」については、記入する際のポイントや活用例を紹介したリーフレッ
トや記入例、「単元構想シート」の様式が長崎県教育センター学校支援サイト「玖島の
杜」の特別支援教育研修班の部屋からダウンロード可能です。当センター講座で案内する
ＩＤ、パスワードを入力してご利用ください。

https://www.edu-c.news.ed.jp/kushimanomori/htdocs/


また、県教育センターでは、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を
進めるために、リーフレットNo.1～No.4を発行しています。県教育センターのWebサイ
トからダウンロード可能です。こちらも参考にしてください。

深い学びの鍵である「見方・
考え方」を働かせる授業構想
で大切なことについて、知る
ことができます。

各学校で目指す資質・能力の

設定から、各教科の授業実践

までの道筋を学べます。

「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善
について、基本的な考え方を
知ることができます。

No.1 No.2

No.3 No.4

授業改善を学校全体で推し進

める取組について知ることが

できます。

https://www.edu-c.news.ed.jp/

https://www.edu-c.news.ed.jp/kushimanomori/htdocs/
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